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当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
 
商 品 分 類 追加型投信／内外／債券 

信 託 期 間 2017年12月28日から2028年６月５日 

運 用 方 針 
投資信託財産の中長期的な成長を目指して運用を

行います。 

主要投資対象 

マニュライフ・アセット・マネジメント（ＵＳ）

ＬＬＣが運用する「ストラテジック・インカム・ファ

ンド クラスＡ（円建て為替ヘッジあり）」を主要投

資対象とします。 

組 入 制 限 

投資信託証券への投資割合には制限を設けません。 

株式への直接投資は行いません。 

外貨建資産への直接投資は行いません。 

デリバティブの直接利用は行いません。 

分 配 方 針 

毎年３月、６月、９月、12月の各５日（休業日の場

合は翌営業日）に決算を行い、収益の分配を目指し

ます。 

分配金額については、委託会社が基準価額水準、市

場動向等を勘案して決定します。ただし、分配対象

額が少額の場合には分配を行わないことがあります。 

※ ただし、第１期の決算時においては収益分配を行

いません。 

 

スカイオーシャン・ 
世界債券戦略ファンド 
（為替ヘッジあり） 

運 用 報 告 書（全 体 版） 

第５期（決算日 2019年３月５日） 

第６期（決算日 2019年６月５日） 

 
 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。

さて、「スカイオーシャン・世界債券戦略ファンド（為

替ヘッジあり）」は2019年６月５日に第６期の決算を

行いました。 

ここに期間中の運用状況についてご報告申しあげ

ます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますよう、お願い申しあ

げます。 
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スカイオーシャン・世界債券戦略ファンド（為替ヘッジあり） 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ 百万円 

2017年12月28日 10,000 － － － 580 

１期(2018年３月５日) 9,898 － △1.0 99.1 820 

２期(2018年６月５日) 9,659 10 △2.3 99.0 1,054 

３期(2018年９月５日) 9,521 10 △1.3 99.1 1,024 

４期(2018年12月５日) 9,422 10 △0.9 98.9 982 

５期(2019年３月５日) 9,510 10 1.0 98.8 922 

６期(2019年６月５日) 9,628 10 1.3 98.5 927 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額です。 

（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 

（注） 当ファンドの運用の基本方針に適した指数が存在しないため、ベンチマーク及び参考指数を特定しておりません。 

 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第５期 

(期  首) 円 ％ ％ 

2018年12月５日 9,422 － 98.9 

12月末 9,324 △1.0 98.6 

2019年１月末 9,484 0.7 99.1 

２月末 9,531 1.2 98.7 

(期  末)    

2019年３月５日 9,520 1.0 98.8 

第６期 

(期  首)    

2019年３月５日 9,510 － 98.8 

３月末 9,589 0.8 99.0 

４月末 9,573 0.7 97.2 

５月末 9,597 0.9 98.3 

(期  末)    

2019年６月５日 9,638 1.3 98.5 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
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スカイオーシャン・世界債券戦略ファンド（為替ヘッジあり） 

○運用経過 (2018年12月６日～2019年６月５日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、作成期首（2018年12月５日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドの主な投資対象である「ストラテジック・インカム・ファンド クラスＡ（円建て為替ヘッジあ

り）」の基準価額（分配金再投資ベース）が上昇したことから、当ファンドの基準価額（分配金再投資ベース）

も上昇しました。 

 

  
（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。騰落率は前作成対象期間末（2018年12月５日）からのものです。 

（注） 騰落率は分配金再投資ベースです。 

  

作成期間中の基準価額等の推移 
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スカイオーシャン・世界債券戦略ファンド（為替ヘッジあり） 

 

米国10年国債利回りは、作成期初である2018年12月初旬に2.9％台で始まった後、世界的な景気減速懸念や

FRB（米連邦準備制度理事会）が利上げサイクルの終了を示唆したことなどから、2019年１月初旬にかけて2.5％

台まで低下しました。１月中旬から２月末にかけては、2.6～2.7％台の範囲内で推移しましたが、３月にはFRB

の金融緩和姿勢が強まったほか、長期金利が短期金利を下回る逆イールド（利回り逆転）が見られたことで米

国の景気後退入りが懸念され、国債利回りが2.3％台まで低下しました。４月には米中の堅調な経済指標など

を受けて国債利回りが上昇しましたが、５月に入ると米国の中国製品に対する関税引き上げなどから米中貿

易摩擦の激化が懸念されたことや世界的な景気減速への懸念が強まったことを背景にFRBの年内利下げの見方

が強まり、国債利回りは低下し、2.1％台で作成期末を迎えました。 

米投資適格社債は、米国債利回りの低下や堅調な企業業績などを背景に上昇しました。米ハイ・イールド債

券は、株高や堅調な企業業績などを背景に上昇しました。 

その他先進国では、ECB（欧州中央銀行）が金融緩和姿勢を強めたほか、カナダやオーストラリアでも2019

年内の利下げ観測が強まったことなどから、多くの先進国で国債利回りが低下しました。新興国債券は、新興

国から資金が流出する動きが後退したことや、インフレ率の落ち着きなどが好感されて、全体としては利回り

が低下しました。 

 

外国為替市場では、米ドルは対円で下落しました（円高米ドル安となりました）。作成期初１米ドル112円台

で始まった後、2018年12月後半から2019年１月初旬にかけて、世界的な景気減速懸念や米国長期金利の低下な

どから、１米ドル107円台まで米ドルが下落しました。１月中旬以降は、景気減速懸念の後退、米中貿易交渉

進展への期待、日銀の追加緩和が意識されたことなどから円安米ドル高が進行し、３月初旬には112円台とな

りました。しかし、５月以降は米中貿易摩擦の悪化や世界的な景気減速への懸念から安全通貨とされる円が買

われたことに加え、FRBの年内利下げの見方が強まったことなどを背景に円高米ドル安が進み、作成期末には

108円台となりました。 

 

 

○当ファンド 

「ストラテジック・インカム・ファンド クラスＡ（円建て為替ヘッジあり）」への投資を高位に保つ運用を

行いました。 

 

・ストラテジック・インカム・ファンド クラスＡ（円建て為替ヘッジあり） 

ポートフォリオ全体の平均残存年数については、世界景気の減速懸念やインフレ期待が低いことから急激

に金利が上昇するリスクは小さいと考えて、ほぼ中立水準に引き上げました。債券種別では、米国国債や米投

資適格社債などの比率を引き上げ、バンクローンなどの比率を引き下げました。通貨構成に関しては、メキシ

コ・ペソの売建てを解消し、ニュージーランド・ドルの売建てを大幅に縮小した一方、ユーロ、カナダ・ドル

の対米ドルヘッジポジションを追加しました。 

なお、円に対する米ドルの為替ヘッジ取引を活用し、為替リスクの低減を図りました。 

 

  

投資環境 

当ファンドのポートフォリオ 
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スカイオーシャン・世界債券戦略ファンド（為替ヘッジあり） 

 

当ファンドの運用の基本方針に適した指数が存在しないため、ベンチマーク及び参考指数を特定しており

ません。 

 

 

分配金額は、各期ごとの経費控除後の利子・配当等収益、基準価額水準等を考慮して以下の通りとさせてい

ただきました。なお、収益分配に充てず信託財産内に留保した利益については、運用の基本方針に基づいて運

用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第５期 第６期 

2018年12月６日～ 
2019年３月５日 

2019年３月６日～ 
2019年６月５日 

当期分配金 10  10  

(対基準価額比率) 0.105％ 0.104％ 

 当期の収益 10  10  

 当期の収益以外 －  －  

翌期繰越分配対象額 574  674  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

○当ファンド 

「ストラテジック・インカム・ファンド クラスＡ（円建て為替ヘッジあり）」への投資を通じて、世界の公

社債等に投資をすることで、トータル・リターン（金利収入及び値上がり益）の 大化を目指します。 

 

・ストラテジック・インカム・ファンド クラスＡ（円建て為替ヘッジあり） 

世界経済は緩やかに成長している一方、米国を中心とした貿易摩擦問題、地政学リスクの高まり、市場のボ

ラティリティ（価格変動性）の高まりなどを背景に減速リスクが高まっています。2019年後半も市場のボラ

ティリティは高止まりすると予想されますが、世界経済が景気後退局面に入るとは予想していません。緩やか

で安定的な経済成長は、債券市場にとって望ましい環境と考えます。ただし、投資資産のバリュエーション、

利回り、流動性、リスクを十分に理解したうえで、バランスをとった分散投資を行うことが重要と考えます。 

世界景気の減速懸念やインフレ期待が低いことから、急激に金利が上昇するリスクは小さいと考え、ポート

フォリオの平均残存年数をほぼ中立水準として、市場環境が悪化した場合の下方リスクや流動性リスクに備

えつつ、各国の金融政策や経済状況に応じて機動的に調整を行う方針です。今後の金利上昇につながる材料と

して、米中貿易交渉の行方、中国の追加景気刺激策、各国中央銀行の金融政策の転換などを注視します。 

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 
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スカイオーシャン・世界債券戦略ファンド（為替ヘッジあり） 

米国国債、米国以外の先進国国債、資産証券化商品（MBS（不動産担保証券）やABS（資産担保証券）など）

はリスク分散のために保有します。投資適格社債やハイ・イールド債券については、業種、格付け、発行体に

よるパフォーマンスの差が生じると考えており、選別的に投資を行います。新興国については、国、格付け、

通貨によってパフォーマンスの格差が拡大すると考えており、経常赤字や対外債務、対中依存度などに注視

し、慎重かつ選別的な投資を行うことによって、先進国に対する分散効果や高い利回りが期待できると考えら

れます。 

通貨に関しては、長期的には米国と他の主要国との金利差が縮小していくと考えられることから、米ドルの

上昇トレンドは続かないと予想します。ただし、短期的には不透明感の強い局面やボラティリティの高い局面

に対応するために、通貨配分を機動的に調整します。 

 

・FOFs用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用） 

主としてわが国の公社債に投資を行い、安定した収益の確保を目指します。 
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スカイオーシャン・世界債券戦略ファンド（為替ヘッジあり） 

○１万口当たりの費用明細 (2018年12月６日～2019年６月５日) 

項 目 
第５期～第６期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 37  0.393  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (15)  (0.162)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (20)  (0.215)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.016)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 0   0.003   (b)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.003)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 37   0.396    

作成期間の平均基準価額は、9,516円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2018年12月６日～2019年６月５日) 

 

 

銘 柄 
第５期～第６期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 口 千円 口 千円  
ストラテジック・インカム・ファンド クラスＡ（円建て為替ヘッジあり） 136,063 121,682 201,270 179,800  

 
（注） 金額は受け渡し代金。 

 

  

投資信託証券 
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スカイオーシャン・世界債券戦略ファンド（為替ヘッジあり） 

○利害関係人との取引状況等 (2018年12月６日～2019年６月５日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2018年12月６日～2019年６月５日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2018年12月６日～2019年６月５日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2019年６月５日現在) 

 

銘 柄 
第４期末 第６期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

ＦＯＦｓ用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用） 50,323 50,323 49 0.0 

ストラテジック・インカム・ファンド クラスＡ（円建て為替ヘッジあり） 1,083,437 1,018,230 913,352 98.5 

合 計 1,133,760 1,068,553 913,402 98.5 
 

（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 
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スカイオーシャン・世界債券戦略ファンド（為替ヘッジあり） 

○投資信託財産の構成 (2019年６月５日現在) 

項 目 
第６期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 913,402 97.2 

コール・ローン等、その他 25,935 2.8 

投資信託財産総額 939,337 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する評価額の割合です。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第５期末 第６期末 

2019年３月５日現在 2019年６月５日現在 

  円 円 

(A) 資産 927,655,723   939,337,360   

 コール・ローン等 13,956,712   17,934,629   

 投資信託受益証券(評価額) 910,699,011   913,402,731   

 未収入金 3,000,000   8,000,000   

(B) 負債 5,636,659   11,854,091   

 未払収益分配金 969,568   963,289   

 未払解約金 2,799,822   9,099,059   

 未払信託報酬 1,854,552   1,766,950   

 未払利息 38   49   

 その他未払費用 12,679   24,744   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 922,019,064   927,483,269   

 元本 969,568,798   963,289,506   

 次期繰越損益金 △ 47,549,734   △ 35,806,237   

(D) 受益権総口数 969,568,798口 963,289,506口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,510円 9,628円 
 

（注） 当ファンドの第５期首元本額は1,042,713,811円、第５～６期中追加設定元本額は88,786,163円、第５～６期中一部解約元本額は

168,210,468円です。 

（注） １口当たり純資産額は、第５期0.9510円、第６期0.9628円です。 

（注） 2019年６月５日現在、純資産総額は元本額を下回っており、その差額は35,806,237円です。 
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スカイオーシャン・世界債券戦略ファンド（為替ヘッジあり） 

○損益の状況 

項 目 
第５期 第６期 

2018年12月６日～ 
2019年３月５日 

2019年３月６日～ 
2019年６月５日 

  円 円 

(A) 配当等収益 13,338,080   11,503,102   

 受取配当金 13,341,155   11,508,033   

 支払利息 △     3,075   △     4,931   

(B) 有価証券売買損益 △ 2,016,720   2,048,629   

 売買益 337,478   2,219,227   

 売買損 △ 2,354,198   △   170,598   

(C) 信託報酬等 △ 1,867,231   △ 1,779,015   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 9,454,129   11,772,716   

(E) 前期繰越損益金 △50,186,937   △37,822,910   

(F) 追加信託差損益金 △ 5,847,358   △ 8,792,754   

 (配当等相当額) (   5,447,625)  (  10,381,360)  

 (売買損益相当額) (△11,294,983)  (△19,174,114)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △46,580,166   △34,842,948   

(H) 収益分配金 △   969,568   △   963,289   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △47,549,734   △35,806,237   

 追加信託差損益金 △ 5,847,358   △ 8,792,754   

 (配当等相当額) (   5,447,625)  (  10,381,360)  

 (売買損益相当額) (△11,294,983)  (△19,174,114)  

 分配準備積立金 50,271,684   54,624,821   

 繰越損益金 △91,974,060   △81,638,304   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注） 分配金の計算過程（2018年12月６日～2019年６月５日）は以下の通りです。 
 

項 目 
2018年12月６日～ 
2019年３月５日 

2019年３月６日～ 
2019年６月５日 

a. 配当等収益(経費控除後) 11,470,849円 9,993,074円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 5,447,625円 10,381,360円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 39,770,403円 45,595,036円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 56,688,877円 65,969,470円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 584円 684円 

g. 分配金 969,568円 963,289円 

h. 分配金(１万口当たり) 10円 10円 
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スカイオーシャン・世界債券戦略ファンド（為替ヘッジあり） 

○分配金のお知らせ  

 第５期 第６期 

１万口当たり分配金（税込み） 10円 10円 
 
 
 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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当期中の運用経過と今後の運用方針

（注１）分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマン
スを示すものです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入金額により課税条件も異なりま
す。従って、各個人のお客様の損益の状況を示すものではありません。

（注３）分配金再投資基準価額は、2017年９月25日の値を基準価額に合わせて指数化しています。

日銀による「長短金利操作付き量的・質的金融緩和」政策が継続され、引き続き良好な国債需給環境が継続した
ことから、当期の短期国債利回りは概ねマイナス圏で推移しました。また、日銀は当座預金の一部に△0.1％のマイ
ナス金利を適用する方針を維持したことから、無担保コール翌日物金利は概ね△0.08～△0.02％近辺で推移しま
した。このような中、国債と比較してより利回りの高い非国債セクターの短期債の組み入れやコールローン等の比
率を高めましたが、信託報酬などのコスト要因により基準価額は小幅に下落しました。

基準価額等の推移

第8期首 第8期末2017/9
2 310 11 12 2018/1 4 5 6 7 8 9 0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

9,800

9,850

9,900

9,950

10,000

第8期首：9,941円
第8期末：9,920円（既払分配金０円）
騰落率：△0.2％（分配金再投資ベース）

基準価額（円）（左軸）
純資産総額（億円）（右軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

基準価額の主な変動要因
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投資環境

主要投資対象である「短期金融資産 マザーファンド」の受益証券を高位に組み入れ、これを維持しました。

【「短期金融資産 マザーファンド」の運用経過】
日銀の金融緩和継続により短期国債のマイナス金利が常態化する中、国債より利回りの高い非国債セクターの
短期債を組み入れました。ファンドとしては、コールローン等の比率を高めた運用を行い、市場運用ができない資金
は受託銀行の金銭信託へ預け入れました。

当ファンドのポートフォリオ

日銀による「長短金利操作付き量的・質的金融緩和」
政策が継続され、引き続き良好な国債需給環境が継
続したことから、当期の短期国債利回りは概ねマイナ
ス圏で推移しました。また、日銀は当座預金の一部に
△0.1％のマイナス金利を適用する方針を維持したこ
とから、無担保コール翌日物金利は概ね△0.08～
△0.02％近辺で推移しました。

0.00

0.05

△0.05

△0.10

△0.15

（％）

当期首 当期末

無担保コール翌日物金利
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○組入ファンド
当期末

2018年９月25日
短期金融資産 マザーファンド 100.0％
その他 0.0％
組入ファンド数 1

（注）組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。

（注）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。

当ファンドの運用の基本方針に適した指数が存在しないため、ベンチマーク及び参考指数を特定しておりません。

当ファンドの組入資産の内容

円
100.0％

○通貨別配分

日本
100.0％

○国別配分
その他
0.0％

親投資信託証券
100.0％

○資産別配分

当ファンドのベンチマークとの差異
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基準価額水準、市況動向等を考慮して、収益分配は見送りとさせていただきました。
なお、収益分配に充てず信託財産内に留保した利益については、運用の基本方針に基づいて運用を行います。

（１万口当たり・税引前）

項目
第８期

2017年９月26日～2018年９月25日
当期分配金 （円） －
（対基準価額比率） （％） (－)
当期の収益 （円） －
当期の収益以外 （円） －

翌期繰越分配対象額 （円） 483
（注１）「当期の収益」及び「当期の収益以外」は、円未満を切り捨てて表示していることから、合計した額が「当期分配金」と一致しない場合が

あります。
（注２）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なり

ます。
（注３）－印は該当がないことを示します。

主として、短期金融資産 マザーファンドの受益証券への投資を通じて、わが国の短期金融資産等（短期公社債お
よび短期金融商品を含みます。）を中心に投資を行います。

分配金

今後の運用方針
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1万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要（2017年9月26日～2018年9月25日）
金額 比率

（ａ） 信託報酬 14円 0.140％ （ａ）信託報酬＝〔期中の平均基準価額〕×信託報酬率
期中の平均基準価額は9,930円です。
信託報酬に係る消費税は当(作成)期末の税率を採用しています｡

（投信会社） （11） （0.108） 委託した資金の運用、基準価額の計算、開示資料作成等の対価
（販売会社） （1） （0.011） 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、

購入後の情報提供等の対価
（受託会社） （2） （0.022） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（ｂ） 売買委託手数料 － －
（ｂ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （－） （－）

（ｃ） 有価証券取引税 － －
（ｃ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）

（ｄ） その他費用 0 0.005
（ｄ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕

（保管費用） （－） （－） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保
管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （0） （0.002） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （0） （0.002） その他は、金銭信託預入に係る手数料等

合計 14 0.145
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

なお、売買委託手数料、有価証券取引税及びその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン
ドに対応するものを含みます。

（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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当期中の運用経過と今後の運用方針

日銀による「長短金利操作付き量的・質的金融緩和」政策が継続され、引き続き良好な国債需給環境が継続した
ことから、当期の短期国債利回りは概ねマイナス圏で推移しました。また、日銀は当座預金の一部に△0.1％のマイ
ナス金利を適用する方針を維持したことから、無担保コール翌日物金利は概ね△0.08～△0.02％近辺で推移しま
した。このような中、国債と比較してより利回りの高い非国債セクターの短期債の組み入れやコールローン等の比
率を高めることにより、基準価額はほぼ横ばいとなりました。

基準価額等の推移

第11期首 第11期末
2018/110 11 12 2 3 4 5 6 7 8 9

2017/9

0

200

400

600

800

10,000

10,050

10,100

10,150

10,200

第11期首：10,146円
第11期末：10,138円
騰落率：△0.1％

基準価額（円）（左軸）
純資産総額（億円）（右軸） 参考指数（左軸）

基準価額の主な変動要因

(注)参考指数は、2017年9月25日の値を基準価額に合わせて指数化しています。
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投資環境

日銀の金融緩和継続により短期国債のマイナス金利が常態化する中、国債より利回りの高い非国債セクターの
短期債を組み入れました。ファンドとしては、コールローン等の比率を高めた運用を行い、市場運用ができない資金
は受託銀行の金銭信託へ預け入れました。

当ファンドのポートフォリオ

日銀による「長短金利操作付き量的・質的金融緩和」
政策が継続され、引き続き良好な国債需給環境が継
続したことから、当期の短期国債利回りは概ねマイナ
ス圏で推移しました。また、日銀は当座預金の一部に
△0.1％のマイナス金利を適用する方針を維持したこ
とから、無担保コール翌日物金利は概ね△0.08～
△0.02％近辺で推移しました。

0.00

0.05

△0.05

△0.10

△0.15

（％）

当期首 当期末

無担保コール翌日物金利
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当ファンドの組入資産の内容

順位 銘柄名 国・地域 組入比率
1 第316回中国電力株式会社社債 日本 1.2％
2 第424回中部電力株式会社社債 日本 1.2％
3 第358回中国電力株式会社社債 日本 1.2％
4 ─── － －
5 ─── － －
6 ─── － －

順位 銘柄名 国・地域 組入比率
7 ─── － －
8 ─── － －
9 ─── － －
10 ─── － －

組入銘柄数 3
（注）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。

○上位10銘柄

（注）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。

円
100.0％

○通貨別配分

日本
100.0％

○国別配分
国内債券
3.7％

短期金融資産等
96.3％

○資産別配分

当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数の騰落率の対比です。

当ファンドのベンチマークとの差異

△0.10

△0.08

△0.06

△0.04

△0.02

0.00
（％）

第11期

基準価額
参考指数
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わが国の短期金融資産等（短期公社債および短期金融商品を含みます。）を中心に投資を行い、わが国の無担保
コール翌日物金利の累積投資収益率を上回る運用成果をめざします。

今後の運用方針

1万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要（2017年9月26日～2018年9月25日）
金額 比率

（ａ） 売買委託手数料 －円 －%
（ａ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （－） （－）

（ｂ） 有価証券取引税 － －
（ｂ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）

（ｃ） その他費用 0 0.003
（ｃ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕

（保管費用） （－） （－） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保
管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （－） （－） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （0） （0.003） その他は、金銭信託預入に係る手数料等

合計 0 0.003
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額（10,141円）で除して100を乗じたものです。
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